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平成29年 8月 25日 (金)にキッズ。学生バスツアーを開催し、

親子37名が参加しました。

菊池ハ、るさと交流館へ行き、農業用水路「原井手」を力

ヌーで下るイデベンチャーと、竹箸づくりを体験し、お昼ご

飯は「原井手」の水で育ったお米が味わえる里山ランチ

をいただきました。

参加者アンケートでは、「楽しかった」「地下水の勉強もで

きて発見がいつぱいあった」などの回答をいただきました。

バスツアーは年に一回開催予定ですので、ぜひご参加

ください。
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:「井手」とは、水田に水を引き入れるための用水路の

|こ とです。

キッズ・学生バスツアー

硼オに自ぇtittl_・

k“きました!

６
月
の
田
植
え
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
度
は
収
穫
米
を
お
送
り
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
け
取
っ
た
子
供
た
ち
は
大
喜
び
！

自
分
た
ち
が
植
え
た
苗
か
ら
と
れ
た
お
米
に
感

動
し
な
が
ら
、
誰
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
か
一生
懸

命
考
え
て
い
ま
し
た
。
お
米
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
つ
つ
、

水
の
大
切
さ
を
伝
え
、
当
事
業
の
事
を
知
っ
て
い
た

だ
け
る
と
い
い
な
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

早
速
、
我
が
家
で
も
頂
き
ま
し
た
Ｉ
美
味
し
い
～

と
、
ま
た
ま
た
大
喜
び
！
来
年
は
お
父
さ
ん
も

一緒

に
行
こ
う
ね
！
と
今
か
ら
来
年
の
田
植
え
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
貴
団
体
の
事
業
に
是
非
、
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
親
子
で
学
び

・楽
し
め
る
機
会
を
い
た
だ
け

る
と
嬉
し
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ぉと、ヽあわ
―
せはコチラまで

慈
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株 式 会 社 tや い ネ ・ ン ト 真 城 (熊本県大津町真利

の、おしごと

水 tま様 な々場F~舜を通って、みなさんの元へ届きます。

その熊本の水を守るために、

様 な々人が“水を守る仕事"を しています。

今圃1よ 地下,」くを守る活動に協力いただいている

「本朱式会社もやひネット藁城Jの

吉良 登羹ナム雀さんをご紹介します。

懸茸跡榔冬寒圏ん解磯離敲勘)

株式会社
もやいネット真城

吉良登美雄さん

―――「株式会社もやいネット真
'威

」のおイ驚察 fこついて

教えてくださもヽ。

吉良さん「もやい」=「皆で力を合わせたり、分け合ったりする

気持ち」で、地域のみなさんの絆を深め、地域の農地

を守り、次世代を担う子どもたちにつないでいく為の

仕事です。お米や野菜を作る土地はあっても、作られ

る方々が高齢になられると農作業が出来なくなり、何

もしないと土地が荒廃してしまいます。そこで大切な

田畑を守るために地域で協力し合い農作物を作り続

けて農業を守り、水を守り、暮らしを背っています。

―――“水"を守る7農と也を守ることが、フよを守ることに

つながるのはなぜでしょう?

吉良さんこの地域の土地は水が浸透しやすい場所です。浸透し

た水はくまもとの地下水になると言われています。ま

た湧き水も多く水が豊かな地域です。普通の水田は冬

には水を入れませんが、地域の豊富な湧き水を、冬場

も水田に入れることで地下水としてしみ込ませるとい

う大切な役割をこの一帯の水田が担っています。
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各イベントヘの参力8で

スタンプ1コ プレゼント!

イベント参加でもらえるスタンプを3つ集めると…

オリジナルノベガレティプレゼン躙
たくさん参加するとさらにブレゼントがあるよ!

―一―この7よ 調で |よ財圃が水圏オーナー舗ll度 も行っており、

協力いただいてしヽます。透軸の1犬況 |よしヽかがですか ?

吉良さん地域以外の方にも田植えや稲刈りに参加いただき米づく

りを通じて、水田と地下水の保全に協力いただいていま

す。自分たちで植えて刈り取る作業の中で、子供たちんヾ笑

顔を見せてくれたり、お米を一粒も残さない…そんな気

持ちになってくれる事が嬉しく楽しみで頑張っています。

水田オーナー制度参加の他にも、皆さんには「地元の農

産物を食べる」=「農業を守る」=「地下水を守る」と知っ

ていただき、美味しく食べて元気になりながら応援してほ

しいと思っています。
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―

平成30年度も水に関するイベントがたくさん行われます。
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イ
ベ
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ト
の

詳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

「水に関するイベント

カレンダー(平成30年度)」を
ご覧ください。

くまもと地下水貝オ圃′ム`式旧P/
くまもと育水会/地下水倶楽部ページ内

中段までスクローテ♭
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今
日
は
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と
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日
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、

千

わ
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ゃ
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ス
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礎

く
ゐ
は
紺

え

た

よ
ね

ス
イ
語

は
１ヽ
つ
ｔ

仁
く
さ
ん
Ｊ
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と

い
ろ
ｔ
ん
ね
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お
塾
写
産
物
を

舎
烈
る

影ヽ

ぜ
、
地
下
テーく
と

キ
る
こ
と
い
つ
な
が
る
ん
ど
ね
。

取
紳
邦
が

あ

る
よ
。

至
ゐ
他
Ｆ
ｔ
、
肥
料
や

匙
毅
を
あ
よ
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猥
わ
な
い
ば

き
れ
口
な
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下
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と
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る
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分

米
と
食
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ろ

こ
と
は
、

ハ
メ‐く
と
作
ろ
お
と
同
げ
な
ん
ど
ね
Ｗ

地
下
氷
を
作
って
い
る
解
溝
妃
や
、

ゝ

づ江津湖

ス
イ
お
が
た
く
さ
ん
Ｊ
微
と

谷
漁
ろ
た
め
に
、
芭
二
殊
ゐ
人
が

分
米
と
つ
く
っ
て
く
な
る
よ
ね
。
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最
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水③憲守 t′ 、そしマ冬tC C水 恋入れる耳蘊 議マヽ多0千 水奮守れる
"び
A`マ すこ`いです称。
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